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北陸新幹線金沢開業や第66回全国植樹祭など大きな節目を追い風に
◆まちのブランド力向上をめざして

西南部地域内の物流交流機能を担う佐美串線などのインフラ整備のほか，新しい
高等教育機関として（仮称）公立小松大学の平成30年４月開学に向けた準備

◆新たなライフスタイルへの変革をめざして
子育て支援のレベルアップを図るこども医療費や保育料第３子以降の無料化や
防災行政無線の整備・小中学校体育館天井対策や体育施設の耐震化など安全・安心
のまちづくりを高める取り組み

◆健全な財政をめざして
市債残高については，借入れの抑制や繰上返済により，全会計で約40億円の改善

平成27年度の小松市の決算の情報をもとに，まちづくりを進めるうえで「どのよう
にお金が使われたのか」「小松市の財政はどのような状態なのか」をわかりやすく
お知らせします。

小松市イメージキャラクター『カブッキー』

財政のすがたをわかりやすく

平成２７年度決算の特徴



←入力済

一般会計の内訳は ⇒ ２ページへ　　特別会計・企業会計の内訳は ⇒ ６ページへ

市の会計は，仕事の目的や種類によって大きく3つに分かれています。

[一般会計] … 税金などを使って，福祉，教育，道路や公園の整備，ごみ処理など
市の基本的な仕事をする会計です。

[特別会計] … 国民健康保険，介護保険，農業集落排水などの事業は，保険料や使
用料などの市税以外の特定の収入によって運営するものであり,一般
会計と分けて経理した方が適当です。このような場合に設置するのが
特別会計であり，小松市では７つの特別会計を設置しています。

[企業会計] … 水道や公共下水道，病院は，料金収入を主な財源として民間の企業
活動に近い仕事をする事業です。このような場合に設置するのが企
業会計であり，小松市では３つの企業会計を設置しています。

行政の仕事は広範多岐にわたるので，特定の事業の会計を分けることによって収支
を明確にしています。

一般会計

４１３．１億円

４４．４％

特別会計

３２２．１億円

３４．６％

企業会計

１９６．１億円

２１．０％

全 会 計

９３１．３億円

（９３３．７億円）

市民１人当たり
859,950円

１年間でいくらお金を使ったの？

（ ）内は前年度数値

(１９６．４億円)

(３１９．８億円)

(４１７．５億円)
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メ モ

市税

158.8億円

37.7％

国・県からの補助

金

104.4億円

24.8％

市債

36.3億円

8.6％

地方交付税

63.3億円

15.0％

譲与税・交付金

32.8億円

7.8％

使用料・手数料な

ど

10.3億円

2.4％

その他

15.5億円

3.7％

社会保障費

121.7億円

29.4％

公債費

66.4億円

16.1％

建設事業費

58.1億円

14.1％

人件費

55.1億円

13.3％

物件費

維持補修費

54.8億円

13.3％

上下水道・

市民病院等

への支出

30.9億円

7.5％

補助費等

21.9億円

5.3％

その他

4.2億円

1.0％

収入 ４２１．４億円

支出 ４１３．１億円

収入から支出を差し引いた額は8.3億円となっていますが，そのうち2.4億円は
平成27年度中に完了しなかった事業を翌年度に繰り越して使うため，その分を差
し引いた実際の収支は5.9億円となります。

差引 8.3億円

保育料，市営住宅
使用料，ごみ処理
手数料など

全国どの地域に住む人も一定の行政サービスを
受けられるよう，地域ごとの市税収入の差を調
整するために国が地方公共団体へ交付するお金

自主財源 43.8％ 依存財源 56.2％

国や県に納められたお金のうち，一定の基準
によって地方公共団体に配られるお金
(例)自動車重量譲与税，地方消費税交付金

学校, 道路,
公園などの
建設・改修
費など

職員の給料や
退職金, 議員
報酬など

借金の
返済金

庁舎，学校，
保育所や各種
文化施設等の
管理運営費な
ど

団体への
補助金,
広域的負
担金など

障がいのある方やお
年寄りへの給付，児
童手当や生活保護費, 
医療や介護などのた
めの経費

一般会計の内訳は？

何にお金を使ったの？

使用料・手数料など

10.3億円

2.4％

国・県からの補助金

104.4億円

24.8％

寄附金，前年度繰越金，諸収入など
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◇地方消費税交付金とは

　

　

　

◇ 収入で一番多いのは「市税」

メ モ

メ
モ

0

15

30

25 26 27

10.9 11.0 13.2 

2.2 

9.2 

消費税率影響分 従来分

個人市民税

55.0億円

34.6%

法人市民税

19.2億円

12.1%

固定資産税

65.6億円

41.3% 

都市計画税

8.9億円

5.6% 

市たばこ税

7.4億円

4.7%

軽自動車税

2.2億円

1.4% 

入湯税

0.5億円

0.3% 

市税総額

158.8億円

間接税である消費税のうち
一部は,「地方消費税交付金」
として市へ交付されます。平
成26年４月からの消費税率影
響分は，社会保障の充実・安
定化に向けた取組みに使うこ
ととされ，交付金が増額され
ています。

0

50

100

150

200

20 21 22 23 24 25 26 27

18.7 18.1 18.1 19.1 18.4 19.4 19.2 19.0 

35.2 
8.4 13.7 17.6 14.4 17.5 23.1 19.2 

59.4 

58.1 49.8 49.1 53.0 53.3 53.9 55.0 

74.7 

73.8 72.1 70.0 66.0 
66.2 66.1 65.6 固定資産税

個人市民税

法人市民税

その他

188.0

156.4

158.8

(年度)

(億円)

(年度)

(億円)

151.8

10.9

22.4

155.8

市街化区域内に土地，建物を所有している人が納める税
金で，公園・道路・下水道などを整備する都市計画事業
や土地区画整理事業のために使われます。

153.7

主な収入の内容は？

158.4

13.2

162.3

収入の中で一番大きな割合を占めているのは市税です。
下のグラフは，市税の推移を示しています。リーマンショックによる平成21年

度以降の景気後退により150億円～160億円台を推移しています。
平成27年度は景気の回復基調により個人市民税が増収となったものの，法人実

効税率の段階的な引き下げや中国経済の減速等の影響による法人市民税の減収に
より，市税全体で前年度と比べると3.5億円減収となりました。
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◇ 支出で一番多いのは「社会保障費」

◇  「建設事業費」は

主な支出の内容は？

0

50

100

150

17 25 26 27

0.4 0.9 1.0 2.9 
8.3 7.4 8.3 8.1 

17.9 24.0 27.7 29.0 
20.1 

27.3 27.9 28.3 
33.9 

53.0 
54.8 53.4 

児童福祉費

老人福祉費

社会福祉費

生活保護費

その他

・・・

(億円)

(年度)

80.6 121.7119.7112.6

メ モ

0

30

60

90

120

150

21 22 23 24 25 26 27

73.3 

115.2 

90.1 
78.7 

89.6 

57.3 
58.1 

(億円)

(年度)

平成27年度の建設事業費は前年度より0.8億円の増加です。佐美串線整備などの
インフラ整備のほか安全・安心のまちづくり（小中学校体育館天井落下防止対策，
北部地区体育館耐震化，防災行政無線）を推進しています。

小中学校耐震化改修
サイエンスヒルズこまつ,

こまつ曳山交流館みよっさの

建設

メ
モ
平成27年度の社会保障費は，少子高齢社会が進む中，年々増加しており，10年前

と比べて約1.5倍に，前年度と比べて2.0億円増加しています。
新たにスタートする認定こども園の運営費や保育料の第３子無料化，18歳未満の

こども医療費の自己負担分の無料化（平成27年10月～）を図りました。
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←入力済

労 働 費

0.2億円

議 会 費

3.9億円

商 工 費

7.6億円

農 林

水産業費

14.2億円

衛 生 費

24.3億円

消 防 費

25.0億円

総 務 費

35.6億円

教 育 費

41.6億円

土 木 費

52.8億円

公 債 費

66.4億円

民 生 費

141.5億円
34.3%

16.1%

12.8%

10.1%

8.6%

6.1%

5.9%

3.4%

0.9%

0.0%

医療や介護，子どもや障がいのあ
る方，お年寄りへの福祉サービス
など

過去に借入れた借金の返済金

学校教育・生涯学習・文化振興
など

道路・公園・住宅などの管理・
整備

市政の運営，税金や戸籍の事務
など

母と子やお年寄りの保健の充実，
ごみ処理など生活環境の整備

消防の活動，防災整備

農林水産業，中山間地域の振興

商工業振興，産業の育成・誘致
など

議会の運営

支出 ４１３．１億円

支出の分野別の使い道は？

分野別では，福祉にかかる経費である「民生費」に一番多くのお金が使われており
全体の34.3％を占めています。
公債費（借金返済）については，通常の返済に加え，将来負担軽減のため繰上償還

（1.0億円）を行いました。

働く人への支援

1.8%
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特別会計（７会計） （単位：億円）

会　計　名 収 入 支 出 差 引

国 民 健 康 保 険 129.6 126.5 3.1

介 護 保 険 95.2 94.3 0.9

後期高齢者医療 12.2 12.2  - 

簡 易 水 道 0.4 0.4  - 

農 業 集 落 排 水 5.1 5.1  - 

工 業 団 地 造 成 0.8 0.8  - 

公 債 管 理 82.8 82.8  - 

合 計 326.1 322.1 4.0

企業会計（３会計） （単位：億円）

収 入 支 出 差 引 収 入 支 出 差 引

水 道 26.6 22.4 4.2 0.9 6.8 ▲ 5.9

公 共 下 水 道 37.2 38.7 ▲ 1.5 25.5 36.2 ▲ 10.7

市 民 病 院 81.6 80.9 0.7 8.1 11.1 ▲ 3.0

合 計 145.4 142.0 3.4 34.5 54.1 ▲ 19.6

　　　　　企業会計のしくみ

事　業　内　容

自営業者や退職者などの医療保険

施設介護，在宅介護等の保険

広域連合による75歳以上の医療保険

借金の返済管理

小集落への給水事業

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支
会　計　名

農業集落の汚水処理施設管理・整備

串工業団地の分譲・正蓮寺エリア産業団地の造成

企業会計には２つの財布があります。
[収益的収支] … 事業を運営するために１年間にかかった経費と収入を管理する財

布。事業の黒字・赤字はこの財布の中身を見れば分かります。

[資本的収支] … 事業の運営とは別に，施設の建設や設備投資の収支をやりくりす
る財布。借金の借入・返済もこの財布で管理しています。

このほかに，企業会計には内部留保資金というものがあります。内部留保資金とは
純利益や現金支出の伴わない費用から生じるものです。
上の表では，資本的収支が赤字になっていますが，不足分は内部留保資金で補って

います。

特別会計・企業会計の内訳は？
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◇ 借金の返済と借入

小松市の市債（借金）の残高は，平成21年度の1,434億円をピークに借入れの抑制や繰上
返済を行ったことなどにより，平成22年度以降は減少に転じています。
平成27年度は市債残高を約40億円改善し，全会計の残高は約1,266億円となりました。

1,434 1,368 1,352 1,306 1,266

0

500

1,000

1,500

21 24 25 26 27

一般会計

公共下水道

市民病院

その他会計・・・

(億円)

(年度)

市債（借金）はいくらあるの？

減少へ

ピーク

貯金はいくらあるの？

小松市の貯金（主要３基金）の残高は，平成20年秋のリーマンショックの影響によ
る歳入不足の補填や，市債の繰上償還を優先的に行っていたため，平成23年度末まで
20億円を下回っていましたが，平成27年度は2.3億円貯金（基金）の積み増しを行い，平
成21年度末比10.6億円増となっています。
今後も，突発的な財政需要に対応できるよう貯金を確保しつつ，将来負担軽減へ取り

組みます。

メ
モ

103.7 104.0
110.2

98.4

86.6 88.6

64.2
58.0

40

60

80

100

120

24 25 26 27

元金償還額

市債発行額

差額により市債

残高を改善！

(年度)

(億円)

6年間で
168億円の減少

1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1
2.4 2.4 2.4 2.4 3.3 3.3 4.0

13.3
16.3 15.8 17.1

18.7 20.7
22.3

16.8
19.8 19.3 20.6 23.1

25.1 27.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

21 22 23 24 25 26 27

財政調整基金

地域経済活性化対策基金

減債基金

(年度)

平成27年度の全会計市債発行
総額は58.0億円となりました。

借金返済額（元金償還額）よ
り市債発行総額を減らすことで,
新たな借金の抑制に取り組んで
います。

主要３基金残高(億円)
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 ◎矢印は前年度との比較です

※類似都市とは？

　

小松市と同じ類型（人口が10万人以上15万人未満，産業構造が第2次産業＋第3次産業が
95％未満かつ第3次産業が55％以上）の都市で，全国に88団体あります。

平成27年度の普通会計決算を全国の類似都市(88市)や県内11市と比べてみましょう。

小 松 市 0.693
類似88都市平均 0.747
県内11市平均 0.542

財政力の強さ（財政力指数)

小松市の順位

第53位→
第３位→

※財政力指数
必要な財源をどれだけ自力で調達

できるかを表す指数。数値が大きい
ほど財政力が強い。

小松市は，収入に対する借金返済の割合を表す実質公債費比率，借金残高の割合
を表す将来負担比率は減少傾向にありますが，類似都市や県内11市と比較して，高い
水準となっています。
今後は国県による公共投資，民間の活力の導入などを図りながら，まちを発展させ，

税収を確保するとともに将来負担の軽減を図ることも重要な課題です。

類似都市と比べると…

小 松 市 15.7％
類似88都市平均 6.5％
県内11市平均 11.5％

収入に対する借金返済の割合

（実質公債費比率）

小松市の順位

第87位↓
第11位↓

※実質公債費比率
収入額のうち借金の返済に使った

金額の割合。数値が大きいほど借金
返済の負担が重い。

小 松 市 92.8％
類似88都市平均 89.9％
県内11市平均 90.9％

財政の弾力性（経常収支比率）

小松市の順位

第64位↓ 
第８位→

※経常収支比率
市税などの経常的な収入に対する経

常的な経費の割合。数値が大きいほど
財政の弾力性が低く，自由な政策に使
えるお金が少ない。

小 松 市 168.8％
類似88都市平均 39.1％
県内11市平均 78.9％

収入に対する借金残高の割合

（将来負担比率）

小松市の順位

第87位→
第11位→

※将来負担比率
収入額に対する市債などの負債残

高の割合。数値が大きいほど将来支
払う負債の残高が多い。

小松市の財政水準は？
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●北陸新幹線建設推進費
北陸新幹線の小松開業（2023年度予定）促進

●基地周辺道路整備費(佐美串線)
橋りょう・道路改良工事　平成27年11月17日供用開始

●粟津駅西側線整備費
市道粟津駅西側線詳細設計など

●地域公共交通推進費
コミュニティバス運行委託

●国際都市こまつＷｅｌｃｏｍｅ費
外国人旅行者の受入れ環境整備補助（トイレ改修等）を支援　11施設

●海外交流推進費
海外デザイナーとの協働による九谷焼の新ブランド商品開発

●全国子供歌舞伎フェスティバル開催費
平成27年5月4日～5日開催　ゲスト団体：大阪府松尾塾子供歌舞伎，山形県酒田こども歌舞伎

●加賀地域連携誘客推進費
南加賀５市１町で構成する加賀地域広域連携会議によるプロモーション

●加賀九谷焼展開催費
小松市・能美市・加賀市の３市共同による加賀九谷焼展の開催

●空港利用旅行商品助成費
旅行商品（パック旅行）の金額から5,000円を割引（石川県内共同事業）

10,000

5,750

4,558

6,948

14,500

1,300

▶

29,801

35,545

6,088

242,633

広域エリアの連携による産業振興

ビジネス・観光・教育等でのグローバル交流を拡大

平成２７年度に行った主な事業をお知らせします

単位：　千円

▶

１．日本一「おもしろい」まちに

▶ 交通ネットワークの更なる向上
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●ワーク・ライフ・バランス推進費
育児休業・介護休業の取得支援　９件

●女性起業サポート費
女性起業チャレンジ塾，ウーマンマネジメントスクール開講

●産業団地造成費（正蓮寺エリア）
開発面積　約18ha，分譲面積　約7ha

●産業人材育成費・産業競争力強化費
　 経営管理者・技術者・後継者等育成支援　９件，産学官共同研究・新製品開発支援　４社

●第１７回米食味分析鑑定コンクール国際大会開催費
　

●トマトと米の商品化・販路拡大費
小松とまと・小松産米のブランド化推進

●（仮称）エコロジーパークこまつ・クリーンセンター建設費
用地造成，環境影響調査など（平成30年竣工予定）

●スマートリサイクル３３％推進事業
３－Ｂａｃｋ推進，剪定枝・古着・廃食油リサイクル推進

●スマートシティこまつプロジェクト推進費
バイオマス設備導入補助　18件

●第６６回全国植樹祭開催費
平成27年5月17日開催　主会場：木場潟公園

●木場潟周辺自然環境調査費
　 産学官民が連携し，水質浄化装置を取り付けた木場潟浮島プロジェクトを展開

17,495

2,064

▶

93,889

▶ こまつの豊かな自然や生命を守り育む

２．日本一「たくましい」まちに

▶

▶

▶ 地球にやさしい「スマートシティ」に

1,225

1,583

2,531

9,922

多様な分野での女性の活躍を応援

3,000

バランスのとれたたくましい産業都市づくり

80,548

9,326

5,105

農林水産業の高度化と６次産業化

完成イメージ
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●こども医療費
18歳未満のすべての子どもの医療費の自己負担分無料化（平成27年10月～）

●保育料の引き下げ
第３子以降の保育料を無料化

●不妊・不育治療支援費
一般不妊治療・特定不妊治療・不育治療に対する助成

●妊産婦・乳児健康管理費
14回目以降の妊婦健診を助成対象に拡充

●ＩＣＴ教育環境整備費
小中学校でタブレット型パソコン195台購入など

●やさしいまちづくり推進費
　 公共施設バリアフリー調査　５カ所，パーキングパーミット整備　３施設９カ所

●予防接種費
　 定期予防接種実施　延42,421人，任意予防接種助成　11,832人

●肺がん対策・禁煙推進費
肺がんＣＴ検診　170人，禁煙外来治療費助成　11件

●プレミアム付商品券発行費
プレミアム率15％　37,000冊発行

●やさしいまちづくりカード発行費
チャージ式カード　プレミアム率20％　16,507枚発行

●定住促進費
３世代家庭住宅建築への支援拡充など

●高齢者総合相談センター費
高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）６カ所→１０カ所

●一次予防施策費
元気な高齢者を対象とした認知症予防などの基礎知識の普及や地域活動への参加を支援

●介護ロボット普及推進費
介護事業者への介護ロボット導入補助　２施設

817

121,170

家族みんながここちよい住みよさのランクアップ

1,633

60,593

27,818

地域の絆で幸せなライフステージを創生

３．日本一「ここちよい」まちに

▶

84,981

▶

5,316

207,537

106,143

348,994

▶

みんなで子宝を喜び,育む

147,067

59,931

17,616

58,732

介護ロボット
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●宇宙センターこまつ設置費
ＪＡＸＡ「きぼう｣日本実験棟モックアップをひととものづくり科学館に展示

●理科教育推進費
理科支援員を市内小学校に配置

●公立４年制大学設立検討費
公立４年制大学整備構想策定

●認定こども園施設整備費補助金
特色ある幼児教育を展開する認定こども園に対する施設整備費補助金

●授業力スキルアップ費
教員ＯＢによる若手教職員の教育力向上支援

●学力レベルアップ支援費
　 教員ＯＢによる苦手科目のある生徒の学力向上支援

●小松伝統芸能祭開催費
平成27年11月14日　14団体140人出演

●文化教育推進費
中学校古典教室開催など

●選手育成強化費
小学生から高校生までの科学的トレーニング指導，親子食育セミナー開催

●障がい者スポーツ振興費 
障がい者スポーツ指導員の養成，スポーツ大会の開催

北部地区体育館・木場潟スポーツ研修センターの耐震改修

●末広テニスコート改修費
人工芝コート８面を全面改修

　

●市債繰上返済
一般会計市債繰上償還

4,298

5,092

35,621

181,740

48,708

346,080

11,500

世界とふるさとで活躍するひとづくり

9,000

98,670

3,760

小松市ＨＰの組織別
案内(財政課)のペー
ジをご覧ください。

559

４．日本一「はつらつ」としたひととまちに

▶ 理科・科学大好き青少年の育成

▶

▶

2,108

1,588

未来へつなぐたくましい財政

●地区体育館・体操競技施設耐震化推進費

[発行]平成2８年１０月 小松市総合政策部財政課
〒923-8650 石川県小松市小馬出町91番地
ＴＥＬ：0761-24-8144（直通） ＦＡＸ：0761-24-8190
メール：zaisei@city.komatsu.lg.jp
Ｈ Ｐ：http://www.city.komatsu.lg.jp/zaisei/

もっと詳しく
知りたい方は…
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